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る、‘水面 1主地柔から拘之♂糎低（ , 7）えl京、ほかZζI）急減併iこなクてゐる品 特
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の生活lニ止めてゐるものど見－~~ ~が・で主る J とらに一歩ク主進んだ、もの
叱夕方収やミス.IJマキリ；めるかはケ、戸、‘ロウめように幼虫のみ広らず成










1) ヒヒへ官邸bom,H.τ1.ehabits of insects as a factor 1"rz clC?.S.S占
1f ica..tlon Ann. Ent. Soc'_ Amer/c~λ. Vol. 1, 1908, Pf‘ワo-8¥.
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しても a 之J1,I土全体社会1）としての群察ではなし之のキのークぬ非公噌 λ
ヒしてム法成共同体ぐあゐ命令岳民 lニ綻へはy 乙れ lトヲの同必読告示士会~）
とof，ぶニと刀〈で3るの
とニろで P 私の観察したニの向位緩令，社会jまどのような葎頻刀動物
'ti＇らi払I}}2_づくゐ f二か。 司との主こなものはアメンーボ絹・（Gerr/dαε spp.), 
ペ、7メツk：〔Hγdromモ乙・tra. αIboん九eαfα .Scor:r），オホミズ・スマシ
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むぐクてゐ 7二/;J,. ，これはむレ i？ 汀の勧i¥v ヒ誌、めら士もるのぐ，－~室、水面生浩一
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l主主として池の洋に接した7ドiJjI こ ~f}_ られてゐる．持lニ H－；：也南j孝の厄囲
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る知．長い誠現／手者妙、江小動物が群乞広レくよ｛，よち歩さま i:Jクてゐるのを
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.~.ノとして二のニクの手重奏，体の大 .：：：~ と，運動』性のえ3 さのちがひ！二説明乞
オとめる二ヒ方ぐで、さるであらラ。繊弱広重動，性の位ぃイ卜予メシ＊‘j主投 lリト
~＼，、空間でむ充合利用信雄乞え；土；す乃！二封して，イ是オit乙滑走者τどあるヒ〆






















ず？と点〈きいためにノ起るむのと忠 lまれる。たとへ If＇~中央にコトミが‘jt; ん
どゐJt.l＇場令てご、しヒメの集団はやは I)t也の周辺部！こだ、it止ゑク・てゐるし，
ふた逆l二ヒメの集団の存在しない所℃、l止，ナミはもっと岸追え注で〉存も頓
抵を広 t（てゐる傾向がラかがはれる。史 I二姻イ本の ~t動を見てゐ〈も，ニの
之謹 1メ＇ 3~・クク力、ると，大乏、さ曹、く．、先フ’‘逃 If‘1~·すのは，もちろ～体重の点て3
4トの］イ立 I） レか 7J いヒメの方ぞあるが；｝デミのイ~＇J てもやは 1） かなリの影響乞
() ナミアメンポの体重凡七唯S-Omj，碓30勾！て針して， U アメシボは峰JS.～fグ




水面会事1!1:. :_ 1主買£、むのとレて l土，受i二オ，;f，アメンボ、と忠、l玄札る｝通が、
を場ずる， ニの謹頬It,!{if I二むのべ、 1;:1:量i)JI手折大池 i二l～2頭出現するだけ
ぞあヲて，梧物薗内め水面生す吉，者社会て、lま免ク．、えして重要な存荘ては広ド
ヒいへ．ゐけれども，一友これが－乳l主れ－ヒ，洗石堂々たるモの套l主， 7ニヒ




支配する主人公とーいづ fニ感じ‘かくする p と二ろおど才 iホアメシポ！こ i~ ゐ！：：：, 内池
程度の大ささの地では， i頭ゐるだけでも大レてノ藁すぎιヒlま忠iまれた t'
4主であヲイL，もし3頭か斗諌ゐれlピ，見f二百忌にも去、レ議忌｝;f.蕗じー がすゐ一













fi.才向に？青クてはヰ I)F 土づて Ij.まIニ才角乞カ、へ℃清ゐ風景はp 誠ーにあ









ベブニ通 I｝ ，体のえさ~ I: 1t動カヒに開訴レ，之のえ主なもの程えき五主
閣を雲ポーす.1,;1）＼： いったんとに基いてゐるのでめら九する k:.~也が小とく





アメン，ボが‘3,!./-, ・. s;.月乞通L‘‘吃継続レて 3舌動レTニ日数乞比べ、てみると
次の呆のよラにz正ク 7二会







2) Ab. Eb, Be~·也江どのように p 池の中央 1：：：短生レた単の J境みが‘みづ
て，寸二tfJic_ I 1、ご〈レくゐる池でほ， f事場えl二F是主れた安曙のがrt/id委乞吊
-v1 lo>ニとにし fニ。
j第iゑ 三也tニよゐナミ 7〆ン，i滞五日連立の，f§蓮
































1± 出現也す： Cc 地位の九J~ で l土，最益」期 1二2 日 1どがゲめらは九1二 1;·'
げであワて，実瞭！＝継続レて捧んど、といへるのは2t乎/j"＿水の Cα 地以よ













F‘’ lま、‘怒ら 3江 L、．ニと i誌， δ~lユ4うべ、fこニと念、ら JiJf らかで‘ゐる沙＜，何札にレ 1、z 兵立
て‘｝ナミ 7〆yボ
づ 3リレてゐるe 所b壬‘，ヒメアメンボゐ才は， .J:.のゑ！こ挙げた池でIt.
！こかく何礼む 10日以上続けて姿ε克也た二とがあ』行小主広？也iよ九3










~·て．ニ・ i与てい｝ー度 v ，今 ;t でのべ、｛ : tニ水面生活者にちぬ占有地域蘭



























五足集約lニ1.t~象者 I~ よクて活動空間の拘眼乞う 17’てゐるといぷ、併に，草fJ:
る室浪！こ止まら’t＋い社会関係ヒレて，＇｝ ~·毒み，舟 11 王見券カ4、見ら止L
ゐ＜~j l二のよう広蘭，i車lま全7）丸曲カぐヒメアメ〉ボ‘のよう 1エd、δい壇類で‘占め
ら fl.. てみる平や d、 ~L 、 3色 Iこも，主の？ド由のj襲3 カ~·太さ L、種類の 2害2幹 l三 4雪、
ず‘ゐfニ勺、1tゐ，オ'l,t;J.＇；，後者 lま辱々出現守ン℃I れ、志華類乞入 1）混つ℃治動する
けれど‘も，しかもその混証1ま永続主レ広いといふf突からも不主れ℃ゐI.;>,









2〕今晶錦司．生物の世界＂112,14ワ更。 .~ 't r.~r註〈／ι真 2 ）.~＜..照
3・) 王初従n[s冷j，火，ハずayflies正rοmJapαnese Toγre，々ts.IX. L /fe. 
日
Forms culd Llf e. Zοneεοi /t伺YfがNyρlphs.'r. lnt均 dLイcfion.
An.n. Zoo/ ..丘主ρ.Vol.‘i 7,No. 1. ·，，タ3~， pp. 23～Jι － 
Ima.nishi, I<. /v/ayflieSfro(ll Japanese・Torrerzな， X.L./fe 
Forms a.rid LゲeZones hf /vfayfイyNymphs. IL Eco/o;lca/ 
structure _illustrated by LlfE Zei刀eArran,7ement Mem ~ 







社会開絡のーヴぐは広いかと考へられるのであるー j己もJ 私 Ii同イ主語ふ社
会カf，すぺ℃ιのよラ広関係のよ lこ成立するむので、あゐと νヰ、のでは江い s
むLん十曲氏の考ヘ！）のように，草食性のものと肉食牲のものとの混在，
あゐがは同じ草食1性や肉余性ぬもので、もp 余単ゃ礎物の種類や乏の昔1





の’まま dちらはれマこゐ t~ い 3 もレ＜： Iiそrhように見えるどいλ、の l人今め湯令二
の社会の持掠j性が＼あまけにも援しそのま丞表面に出すき“てゐるために外
品宅生物今)fi~ (lタeZone ）的地域開，i手 ·c~ る。 Li"fe Zone iーヮの
［司位五土会csν1wsla1を棒み令Uる遥の分布署tの意味1＝用かられてみゐ。
乙のよう芯意味のlifeZone、！止，ハ1eげlam全はじめヒし （Nerri'a尻，
c. H. Life Zones and Crop Zones or the United States. 
U. S. Dep. A.~r‘ .B l/ I. No. ！ο. 18デ8~ PP~ Iークs)其務。η／nneL




す与よ也J?i.分、Itの主場へ移フ 7こも Jろヒ νへ之J町
i ） 今面持司噌｝物の性界。 118へ 122~言．
ユーι一











むのヒいへ広いのである a ところでLめよ手 t：；.水面生活者社会の特殊フ性と
いふのも，実l本一般向，位混合社会lこくらべ・て， 4トf宇；カ、ljI主7孟オ（，1エ汗手九で、
歩〉ゐヒl，一
青、の中のP J与之5重要広普F~トが．え i傘したため l之生れ， f乙特妹，性々‘める乞いλ、，




は， .ニスー 告Fの社会警に該営ナゐものであり y しかも二のー蔀〈あるか）j;





しれI!don . 19 2ワ.p.らヨE乙io与Y・ z ltc.• ’l, c. 4 l ；，.’al .,・1 , , 
2) Elton. C.メ：Jnima/EcolοCf.Y・ p.Sグ．
一之グー






















／）森下 iと t~fl. :.iMょに於！？る~；）（越婦、類の相互関イ糸口説いて台同 cfu昆轟学
会，会報，第9巻.~事 2 号. •Jl召和 14年， 22 ～42 異母
2）森下正Jlfj，樹上！二科、l才ふクロヤマアソ乞北通 e刀蟻との関4阜、昆晶、第




















t) ζζ でい点、のはもちるんアメシボ‘類の場令と周じ‘く成轟の主主浩史朗＂（：＇ dりる‘
動轟はいよ、までもf正〈水中生活を送リ，走熟すると岸iこよ 1),~<,i互の植物ti ピ
に砦クてp吃のイ広い個所lこ土繭乞ヲ、〈り蝉iイじナる.＊－＇ 特
ゃ荒 .lE. 弘．オオ、ミヅスマシの生活史 1：づい仁昆轟．第 t_O 着~. In?iロnlf.
曹






























よいイえであ？にA i. h_Q主主底 sp.ぽヒ〆アメンボにくらべ〈甚だ教がす広
1）争画錦苛．生物の邑界，タ6～｝If.CJ買
-30-






物閣でt 二のよラに教的 i二合弱で~クたとい品、の t;t ，披手がヒメアメシ ;t~ ＇も































































五緒川ぐlま，最むf跡捜類、てあったi率、か山i:<. • 1~ 1.; ＜ヘトj、池℃は，
fニヒぴわブ司、のノj也手重の混入かめクfこにせよp比較的椛梓1..＿謹集団を形
イIF ＂＇？てゐた訳ぐあるから，種北会内に品、ける集団の形成維持の厳精~見よ！
？とするぎムφ；き図ヵ、らすれば， E主扱かにぶいて甚 1~:.Ji.子都ふ-C'j;) クたといへゐ
ので必る








植物園の5色で‘ l土，ヒメアメンホ：、は春早くから若手·~ゐら lます。まf；樹々の茅 t -
克少のがす7寒レ、北底Li二身震ひすゐ日む貯とレてゐるけれど‘もf元暴Lさ＂＇£11












ゐヒが吹芳むれて乞リ（BtJeno. ·l9i タ〉ヤ必ま 1~薄手費助手法業の下などで
越冬する k推定さ九てゐるむのもゐる （Hoffman, Iタ24 ） 後高齢来－~・
長 But/eY,E. A. A Biolo3y Of the f!3ritsli He!fiiptera-. Heiero-
p_tera.. 1923, p. 2$"2. 
米・事鹿野忠雄，アメンポの越冬．昆嘉．第3巻，昭和千年.51頁a
e妥当襲来 Bueno, de la.おrre..Life-history and Habiなげthe勾T安否ト
Wa.terstrider，立笠庄屋忽与1§Sαy. Ent. News. Vo/. 28, 19／グ．
pp. 20／～208. 
表来栄様 Hoff及αh.,W . E: '!'he 1子e-l-zisfor必εofthree: species of 

























1) /VJ,. ti"s (Iタ317）ぷlこよゐと，しlt/e々 退役てはザヒメア〆ンポ，ナミアメンホ；ι
等I世バ九皐 lj:短麹世であるど L、ふが，植物園ではきt.1 世~~点嘉弘越冬
イ薗〆j本向様lニ長担型℃あフfこ
ば. V，つ々／げ／tiS1'Heinz. OkoloJie. vnd Larvenεntwたl<lunJder 
月；tteleuropぷ／schenQ笠公～Ar(en(HeterDptefa). Zoo!. 


















1） 尺，：／ey,C. Foοd duη：rt.! Ccipt;v；か ofthεWater-Stride.rs. 
三ι広竺均・a_Say and豆笠出在宅学担臨め （Hem.).
Ent. News ，ν。／.33, pp. 86-8?f. 
2) Bu.t /er, E. A.，バB/olo7yof th_e Brit々hHemipfo . ra斗／e-tero-
















喜晃 観， G母 -rislacusfrts 
宗 察n宇 ~~冒E ‘ 4宮4本竜丸
白 動j 有柔 ぐOC) 〈小池鋭、言十7、
f 3月27日． J 1 斥od争f車－養 ら.0 42 -
rs. o o 晴 1. 0 53 ． 
3.3 0 14: 3 0 曇 悼llすさ0 吉3
17. 3 0 曇 8.5、 44 
4. 1 11. 0 0 晴 15.5 65 
17. 3 0 薄－曇ll4.0 ケ2
r 4. 10 11. 0 0 E青 15.0 65 唱長
















セリ，＿4. EJ 12, 13冒頭、〈平均気這 j3°C守 14"c，最高筑3孟～20°C前後〉
に1［－？て，特に瀞若江λ増加をιてみ久しかしこJi乞頂点として以後













J;. I）＿の浸透がー まさめられる。 （Riley,c. Responses cザthelei.ヲe
Wa.terstr/der，空竺丘三 ζ也 f浜ES仇／， to Co_rdoct and L戸t.
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IL/. 3 0 ｜可青 j21.ol 11! 9 I I 
／ムφοiz青I26.ol 2 I ;-引1£1~1~
。！iii0 
ク！~（；~［，~
- •/6[' I 













































与思：！ま九る f柄 1丸 j守v才が：犬ε ！£~也f クからえ‘が、力、れに曲線であり，
池;tIま小さい池Uくづ方、l二出現レr二個イ本教の裕計f玉、とい点、差異である。
果レてヒメアメシポめ婦長以，池毎l二．もレ ＜Iま池め久~~のちが、ひによう
＜.昔日差レてみるのであら ：； 'it＇，もしなラとすると＇ .ljと払）士一－14叫可主主て、あら
うか。乙札ら乞解決するためには，ーラフ、クの池の柑d本数曲線を吟味































苛d少江模様ι敏速／.；＿ ~茸i♂謹動1こ 4半ク ζー織り出レて行く，あるもの i主宰玉‘め










町工作＼AbLBa Iれ jBdjBeCa 
3~268 γ tよ ー 一 !! 
2ク 2 一 2千 一 一 !l 一 一
え9 一 ／ 3 一 一 11 一 一 I!; 
30 一 一一 一 ／ 一 一 一 一 ／ 
メ 31 、→ 一 一 1ワ ｛ 一 一 17 
崎~、、 ン
斗‘ ？ ／ 一 ？ 「 一 ι 一 一、 一 タ めよS"。
14 ·~ボ 10、 ／ 一 一 ー 一 ／ ／之 一 2.8 ，、可ド Ji ー 一 ー ← ？ ？ 
ι‘、可ョ
主. LJ- !I ？ ／ ー 一 IS' 司い ．ーー 一 36 
'--' 
主十 1又又 10 /j I I fl. 又 グ J「よ 2～f ？ タ Iち3
／ 十 7 
／ ／ I 司、 3 
？ 3 ら 之 一 J乙2
之
ヂ｜一 一 一 一 <J 













































































































〆 t ；茅 5急 増、議個体の性比
一一一一







ヒばアメンぶ ／ク ¥1.i¥. 
之J/-.s8.s-
(Genis 
'f J 9日ヘ if月ll冶 3&' ら1.3 1又＇－／－ 38.ワ
l.?.cusfr,'S._) . 
f月J.j日 18 .so. o~ ,;g S-o.o 
． 
計 ’グ3 ゴ"2.S らら L/-究」「




4国 古手 ' 
ぎ i4本
数 げ1




ス守 9.i 6 






うゐ）: 1./-S （ヂS>.'-f..t,,ル）ヒ ／~<J て｛平均誤差ゴ二·1＆＞ゆ），やはり1雌広庄の比lま1:
1 CJ).事lふであぶ）同じように5月48の標識イ団体とそれ迄の標識イ固体の生
． 
3 戎。りをご均ローへた会計！こク l~ ても， 2 0 (.5.？，ιゆ ）： 18(47.10ゐ），守主主力誤
差8.！竹久 峰雄の教のちが別式f.いど見てよい。 Lてみψ ！： 3月下旬， 4
月.s月上旬を通じι，ヒメアメシ，tぐの鴻ょのイ薗仲の 1性比 IJ., Iま l~f'1 : 1を
ずフヒ維持レ七ゐゐと見ら札ゐのそ：めクて．その池への出現は，峰雄どちら－





































消長司元態の相主を見ゐニとがで＇！：：－ 6~訣で、ゐゐが，レかレ 3也の大 3 さが、ま
















♂第工型向 H 3也， Bα， Cα, Be: う也
二れらの池てのは， 3月よ I)5月1：：わfこる越冬イ団体の出現期のほほ‘全体
を通じ（ヒメfメシポlよ安全あらはしてはるる。しかレ棲息を：度戸店、からL、























!9 ヴ、 l1 IS 
Mcλγ 
















? ? ? 、
?「 。3也 Jをめ棲 I~、密度消長第＇i0薗
-5！ー
fr1日 1:_Iさjf之！こ底ノえん〈増加し亡ぬゐがLこ料iま私が故意＇＜ Iこア糸ンボ‘を
前T七レく移，し入オit:. h.めでめゐ。 1王ぜこん江ζとをしたかヒい＂＂＇－＇ i式毛
れu.宮、ノ主主二うして人工的に高めた場，~Iニ，ぞのままう t ＜.. 氷続きするか・
ど守かを見たがづたrらであるがJ図でえる盆り，数日にbて吃み底l撃
はまたもど通1)Iこ良づくしま－＜＇.）だ砂 jも.：；＿， ::_ A't, i主義でめ FぞるようなBe地以
持掠事f毒 t ：；. ~.J 基い屯ゐ JJt: I恵 i事 ；／：＇L. ゐ－~すゐ κ 二の製jま，ヒメ Tメンボの長
期にわたる出現」と， .J2:；今期間内め大都会ε遜υ‘〈めイ昼、志度よち持続rよって
持株ヅ、け.~kl ℃ゐるので・あゐ‘






















ちが、ひ lニよクて余けらかた~フの霊！の中p そのーク L第工型） f:4~表すゐむの
でわるこよか、判クfニレp また小池鋭、計の曲線乏のものは，突はこ件ら三ワの!rt
























月 観 ヨミ 年し ァド と4事i=~ （。＇C)
i買＇I ー 品
持 英主 専 I 型 第 豆、霊L 茅耳！製
四 安j イl柔 ｛セ〉 Cα 'H 13~ Be-Cb c;c 、Aa Bd A,G Bb -Be. 
•• ~2/a- ’1ら耳．寄J.O4ト 靖 ー 一 一 一 一 ー ー 一 一 一
3. 22 12. ,3() 司責 一 一 一 一
J〆
一 一 ー 一 ← 一
3. 23 11. 06 薄曇 16.5 一 』2.S11.s ro.s 12‘。 11.0 一 一., 
-3. 2<-1- 16.30 曇 一 ー 『 一 一 一 ー 一 一
3.26 12. O(!J 小雪 j.(J タ.s ヲ.0(O.O IO.li タ.5 タ.o 9 . S- 一 ?;S- rr.o 
:/. 2グ is. oo 耳青 fλ0 一 一 iミ.014..0 16,0 IS:.O /I-. s-13.！.「1$:.1「13.C Jゴ：よ
3. 2タ 12. 30 耳青 1:i,o 1/.$ 11.s-11.s ff.S I色.o.’ー 9.S-12.0 9'.S ／んO 12.a 
. j.30 //-. 3 D t.1育11.0 l/ • .S 一 l/.S 12.0 13.0 /2.S" /2.5" 11.s 12.s-11 . r13.0 
3. 31 ,q._ 3 0 薄曇/2.0 10.0 9.S ヲ.t" 9.0 10.s 11.0 匁f タ.s 9.S ?.S' t。.s-‘
i/-: f Jゲ.30 1簿曇 1/.0 12‘s /3.0 13.~ 13'て0t手、s 1/.0 12.S 14.~「 1J:o 1¢ • .S-
4. 2 ／グ.60 H青10.0 ／んr一 /I,ど.o13.S 1t.o /(,S /,f".O 14..S-t工ε13.S 1¢..S-
曇
， 
i-. 3 13. 30 ・－！！. ｛ ー 一 ～ 一 一 -・ 一
¥. 6 16. 0 0 薄曇 IS:.O 10.5 12.θ 1/.0 11.0 12.0 12.~【 12.() 1/.0 12.s・ fi.O 12.S 
4. 8 1.5. 3 a 小雨 10.S-10.S 一 )2.0 11 • .5' lO.S-11.0 12.0 ）／.よ 1.5' ー 一
J.j._ 9 Jグ.00 H青 9.S- 一 一 1.3.~「 一 -一 14.o 一 /4.5' ー 』
〆4.fo 16. 00 E青!S".O JぷO1-7.0 IS,$" 16.S P./.O 18.S t’7.S 16.0 19. 0 tι。18.o 
zl-, .11 16. 00 耳青 2o;S /[/.$" 一 一 fゴ：。 fヂ；f ｝ 一一 ， 一宮
挙.12. l'l. 0 0 H青13.S 13.0 17.0 16.S 3色.$13.S IS'. O 16.~「 16.o //,.0 IS:S-16 0 
. 4. 1・3 Iι.00 H青24.0 116.0 20.0 1-p.S !9..S /6.(> ／タ.s 一
生 IS 16. 3:0 曇 ー 一 一 一 一 ー 一 一 一 一 ー 一
4.16 .I .S-. 0 0 薄曇21.S' /.6.S 19.s「.20.S 2/.0 』’~s 19. 0 21 •.t;20,0 2/.$" /fl..！「20.~「
.JI. 24 IS. r;;o 曇 ts>S 1'7.S 20.0 20」「:i<>.O ／タf／！只022,0 ／手~~「 r22.o 20 . t2人。
生28' ti. 0 0 晴 20.0 19.0 20.0 20.0 20.S 2/.」「 ＝将.o18.~「 w.s 2/.0 :21.s 2／.~「’
ゴ：－~ 17.00 靖 /£0 一 一 一 一 一 一 一 一 ー 一、 一








まJ•:t. 工裂r.二属すゐ池が， Be 池を！令いてすべ‘〈抱のfト池より七割与にえさー
くぐ H~也テ 0 Inう Ba~也 12 m2; Ca.＞也2I m2 ), レかむ者との形が＜；b7也や
Cc$也めよわこ（.：：. fl-.らの池て・ It面積の荘、℃ lま~ Iiどおクてゐない!Jれど
JIL 


















点lι これらの池がその池1¥S年iニヒメア〆ンオどの必まり活動レ 1i.l• 本面乞戎ー








かクIユ仏 7度之tij会，農も1池の中のkメアメン・，t.・にとづて極｛ ~.子車 tf..Pff!!_'1す
がぎ明され，u革命都知主主.h.て見J会てられみるどいつに米態、山に
ので＇.1>.ゐ．川、レ乙のような見捨てられた場付といλ、めは，必ずレも菌
定的なもめぐあうたといふのそ·rttt:t ＇~ 場所,;7）.利用の仕方は J’ヒメアメンボ














Ii 夢II'M曲線ぬBd泌と向 v.:.~ でゐタて大さ与も，j、とど，？也ゐ内部の点
態からレってむ；池坊夢工翌Jの池のよ与にまjr~ト i三よクてヒメア〆ンボi二 ζつて












































































L、池－？： I丸はじ、めの中 lま落。〈ものがヰ常lこ歩広した f~綾I二江リヨとの附主主
会，f-本め活動イ固体教が堆い度活に好都ふtr_池fよけでは到底増-t;oレた人ロ
乞~長怠で、きなくなってから iまじめて，こふじも多くの植4本が殺到し拭に車産
が島まゐょう仁 f正つι く~Iri 型入受 Iご z池の面墳が属ら毛0内部 I~ 穏々
事与なっ九像杵の場舶をま2トヲ地マt，若手ゐ約l乙｝ま多 t の．アメシ－~·折、集会レ晶
密度lこなっても池全体としくははじめから1終りまでぬ忠産η妖懲を維持






物が集まるのは，草に孤立レ 7二吃 ~｝ 場併の紙委t-1＇賓4壷に慮、U ℃集まるムで‘jま
fよい．むレろそのF付近の他の場対との鴫4車位置にあ、い〈，相針的ーに生湯に
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々と王鬼伝れるにいたクたのである．ふ匿事＇Jt7）出 Jfl~批態 ι 前！このベ、にふ
’l、 ~-tiの裂と針比主ぜてみると，先グ·st: 1.2 1±第瓦型！こ該営レ， St.4.ゲ， F
などは第五型と葬耳型との回中間霊！に， St.18,J少ぱ第E望！に営るもぷ亀る

























メンぶの！主活にあ、いては水面によ，..；； ~c. つなが l)i呈続する部今去jiかといる、もの
カど，完全に相主 L~ 隔離々てゐる小池同士と同じだ‘けの独立3佳子j寺づた生治主
節目なゥ主ゐゐのであらうか。これは甚だ興味あム問屋互と芝、1:Lriる。
乙の問題を lまづ 31ノミす f~ め／－； Ii 政政へずヒメアメシボ集団のふ布訳態
司ー
とぞの大ささ形及 τ，（~とれらの問のイ国J本3ぅ動3 を見てみる引委がある。 k::.：.－ゐ
てい集団の合布縦響、といA、のは第12由民主え体手ごれてゐる通I｝であ；）て，
－~也内の集団は lぽてしもーヴのものの広太ヒヨとの分離によクてクくられゐもの
ではな〈，人口がます.c共 i二会然か l;T」ま r~れた数個付！こJい集団が借主的
にク4られるイ噌向が、うかカぐl主オLるのである。 7二kニv.4月12,13田主夏の St.
ク， ＆＇. タ， ICJの集団のよヲに豊続レたー集団のように見えるもので弘美l需










































除認’＂r:l少B下もザ 阿川内b.2門α.1 ，.’Iα2 門c.1 ｛♀1・（1j-) （.♀I （合）（♀）
月日
4. ・1- .st.ワ st.ワ St. /2. "St.12 st.斗
4. 12 st. J包 St，ワ st.12 st~ ￥ 
’4. 13 st.12 st.8 S土＇.1
































1. Mc. 2 ts.ー といの個体力移動拭況が、これをホレ〈ゐゐ，pらであゐ J匙クモ
4ー の意味 iミあ、 Ifる←つのよ也風即ち一車産地域J内のものヒレての， H~；色の~·か的
-,d：，集団は，之の成賓が＇Jうゐ涯度そこ乙Tこ定位する点にあ、いて－／，言、独占乙してゐるが
しかもそれぞ＇.flの集聞は，互に他のま一回 η程度とゐ問掃において形成ぜられ，
一ι8- ' ， 〆〆






































アメジ，~·の能tnニし℃ i土，水i旦 f!: 雄れ Tニかなり i主 L、前主で移動す争一二ヒがで色
初である。英薗ぞはこの種類が，最も追い水面から＃哩むはーなれた渇前で見




、1) B1.1.tl色［， Edv.;.チ.rd.A. A /3ioloiy o十if.栓 Brきi:h H€ぬptera- He-
teroptそこTO.・、． p. 2$2~ 
r；.ほ．わが閣で・乙種名l主r.;B月七、あるが，富士山頒定ロ烏返附1L3IオtJQ_よリ力、戸







の純朔l二10米Jc,I;, '&¥ ・1 t化れ以よぎ准ぶもみん苧1），また＇2.・v3材絶朔レ1=:_
／ 
後ι皮地よlこ F牢 t），セがから再夕、認が宅づ℃向ザ経E亘書量生進む~ ~＇、点、ニぞ乞



















づてゐる。 t＝.~王能力lまあづてもタ k ~t 乞ょく活用レ，絶え玄瀞動乞くり返し℃；ゐ
ゆと1£限、らJi.cぃ訣ー であクモ，ニオιを見るためにはやは＇）標裁たづけに個体がー－



















ョ月268~ 31回マー ク I 4月？にl1～ー タ
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のではf手いお二ベ~$.で不ムはp ヒメアスンJょが鼠i二満員になクてゐる；也を遊 lt:s ：一
新らレし、池に入る4っかどう羽、といA、二占二 i こは~＇1設触点本刀、。た t1: れど.，も，今、















•J ）事調委の小池が骨量存レてゐ 7ニ u i, t=. z~め，己れらのf也へ移転じそしまヲたc~ の
lムもはや晃伴す喧7f>なかクIごとし＇.1J-¥1.晴むえいに関イ京レてゐるふとと；¥Y、l忘れゐ』
ノ〆／
之ムで資粁としー ては甚だ不 第9裳； ヒメデメシ本ぬ3也から池への移動
充分であるが，とにかど地問J •• r:－♂ 』 ー「で！ ～ I " .移動の頻度






るが~»1 ｝ その中 Ca十C1.P
Cc _OJ揚令が最も、多くJ全
体の3少の2:i在ぇ£占めそ































一ーか Cb .・ l ;4 -ヨ 2 I 9 I 
→・cα・ .. l.5 2 2l?I 
石一一.IG－ ~J
四回目ー－・ー・ー ，ー－－同－－ーーーで＝士ーーーーー－，ー －ー；
戸． 1 ） ニれらめ移動頻度の·~1こは．同じ相＃：.-c·2固またよホそオL以よ移動レたむのも会まれてみ一
る。今もレ診動イ留邦の教lf-'lt:を計算するdと，ぞお給、教は少レ滅ヲてj観察レたもの企部七、
2 5"東〈♀尺会12，♀舎不明叫）と防.Ca~世 PCb弛の移重カ~,15'1] lニヒ 1）也、して
見~~叱その桜島1~-1本教は t3 （♀：？， 1;-3，.♀合不明♀〕である；
-7斗ー
























































チー’p • 、 ／~ 
~iユ比例［，. '1こえさく lまなら広いjこちが伊fぶレかもであゐ。たーだ、i.,-.：：..的場卦.＇. 
でむその距講堂1;f:.日がち経ワ＼；：·.－：；；·まじて変ヲピベる可能·~tまあ弘えらぐー先？叶一
ι i"f3・;1ミ守タ 2.EF:あ、きとνょ、札にちが：クに時間約l＇掃の爵℃功平均拶動 E亘書量を
喝の長♂ l~~－ !Iプて国 l土示すど第 1.S国必亀t) I一二本ザ7手？なl安之の持蝿訪問時
へぬ資耕とい三ゆ｝丸下1 ：：.＇~島 If~る：日のお鎌む、ら符Tこむの；乏！め~·；：
~士qb,ぷcc. 三、. 'ifゐ~··;' ; .·て， ~：＇ ~－： ＇~d. 
p1rrでおん・IV.:.,.t~. :'・ DI _'.・?J々 w.・サ一、 ・:Jiv..:. .1.：~官7ぶ2.
. LB.殺~ v~ ・-L－、！？ず－2 －·~－－ .t～・11-. ~ .；淳司：＋＇t乍wぶ，t,°f;,:
['.W ~ r・o～w→i TV：ー？～wぺ（＞. .~ 






耳-c-2/j～：PI'~29 ; ＇耳.：－；： 3e.-.～w-:i. 
二III-29.~·事 －3i -JVιる～·w..：..：~· _) 
E『st ～ T烹~ 2 ・ w~＿g;·~ 1i一一io・.・f Fず～ 8～w」 10
いす『 I0.へ~.1右アι12 1V －・9～ W： ~.1J ー w-·r-d～村君、ほー
f T手一2~· w--r; _ JII-27ん瓦ヲ31 •. 宵ザ詮よ守ヤH ら
~ J w：..；：，－～Til"-to・ ～冨，－－:2タ～1/.'-"2.: iv.：ムるみずF J ()'
4日4t－~ ' J JV→宕～1ト）手 • . w－？～w ~ ?. ' ':"ltf--:8' ~＿；~~ f2ーを
tw·プl霊化W~Tif: 1\]:'.~ る～万一－io:. ~－押÷12. .：～ w·:_r6・ 
' ・-？？ず←時？事才一28.
{1Cf-;:t）～w.：....~. 軍一2マ～rv~2· 官「2：：んiy~s: A 
6 日後一，~ w~2－～ w.:.. ・8" , m.a.1 ~ wよ也 、·~ム・6九·li7・叶2
1w-・6～Tマ－t2 押ーる～w-1官 、干ci·~ro～ TV二時
tlV-10～w-.1ふ., . 
第・1:3閣を見ゐに平均移動L距鮎l土木~1本地勾長ぎが議・＊＇£幸ピ失（二丈主
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内1とおる確奉〈？泥沼論鵠.！~·求あて‘みる主＼そ私.ii 次め〉えであら ！.~－~－点るィ直u’1 
1ニなる；＞ ., 






i)酬が長ぷ：μ併比株会的！こ運動する弱点訪物本氏線お両端ご’.~；九.＿，.や·＇··市. . . . ' ' 、守
" 
汁 .t士宮 ，内 1：：現院特争認辛lま.~ ＿.，~： ~~－－ <・' . . ' J ‘ぜ
" .( t . . .・ . " . l竺2a、」＜！a 20.a~情：：＜a.1r~酢4 ＇＞~r~；ι摂午恥~':t~ " J・＇：－ ~.： T 7 .; !.2: 
りf与さ 功例示－，総合の雨、地M黒能川l仰伎の水引，持仰~'q;a ・' ~；｝o -1_ 人漉能以内の：会！？斜こ現州ゐ維れて線料防法的隣町：1
u ・ ・20. a ~ 2dl j … ・二ヨ~.＇！；でr ＝ ヲF 民 、じ ;・ •• J三宅、d・以）等少ム両端才向1却しはー
二，、～／｝.... . • 2.'i.J. f子 a2＋~ fJti~←） ： 予 すらー・ -:-y-'~~－予 y
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れ Ii：大さな集団H－~由令されて生め持株iま夫 l太オ~~更に匿妻｝！の自のえさ b を
各個枠闘の最小前煽以下：iこd吃としてしまへぽ，乏の匿劃内（の掴体；の出ft'
/¥/ f 

























に，援会余布の理論峰はどφ ょう 1~ じて立にめ.0れるてあらうれ私l主主さに，
4面本が機会企七 ff_重動を行去、場，~lご＇ Jibる櫛体力ぐ2曲目の観察併はみ、いて最初
の観察特の位置ぶりau. .6距離以内1三材確孝三向付ε見出レfニ．と二タ
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なゐ筈であゐ．以ょを筒軍 l三示すと， a1< a.2くα3－－ー とする時，
議申Aト布の場合 Ri > ~· 










ゃ Blacl<m4n.,G. E.河studyby sおおtica/ ntefkodSザthe.i/istriblf.-
tionザspecies/n ?rass/and assoc厄乙•otzs.Ann.' Bo.t., lοnd. 
ゅI.i/.タ：pp.ケ¢れグググ， 198$". 
来栄 Ashby,E. The fUantj・tativecuuilys/s oj veseta.bon.. A;n. Bot, 
1,.ond.νof. J./.タ~pp. ククタ－·8'02. Iタ3.S-.
例 <iraヲ叫よRAp仰ヤions帥ザ泌白rrcm,eanSoil Co/IE初ムola.
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kζ る 七司 、匂 〈可 、






































































































































































































































3仁 Cα十 Cb~也ぷtzx·cc池でのヒラプ〆Y本ゐ砂布 l志大体ど、の司の紙












伺じ距離内分令府現時の頻度段、最高41 c/o ぐc~十 Cb~也〉及び＇53 °！（）ぐCc地）：






















一移露1距離球JJo～f l 1～z iε～3'j 3～4J4-～ s1~戸w 品 rbんワ｜マ～8i…州3a作3)1斜ι釘t1.1ほ￥）J9伊0)







寸0ー 合 寸。ー , -1;'
Jn m 。～2 lJ.S- S3 グヂ 63 
。~~手、 グ3 6.S- ・g9 タ0
。～ 6 91 82 100 タゴー。～g タ」「 88 !OO タ~
ダヂ /00. /00 。～12 /00 100 一 一
‘O～lij. /Op 160 。一！6 100 !00 


















の℃める。集団の犬1 さ I：；：フいで見ても，さき l二 H~也ぞ訳、められた集団ヵヘ、
少なくともはじめのヒトは2氷約一直膏j内l二／；j、δまゐ荘度のむのて、あり，後に
























































転校号 No.2 No.3 トlo.4 No.5 
4 n 11日 st.12 S士.12 st.12 st.12 
4. 12 st.12 st. 12 st.12 st.12 
4. 13 st. 12 st..12 S主．ワ ？ 
4. 15 S主.12 st.12 ・.st.12 st.'-/-




























































































































































あるとする弘両者の梢失 i土 ll:γ同じ‘割合、て、~t は札にと考へてよい司、ら，前者
乞基！こして消失数やま什出数乞計算するニとは本可能で、lま広い.J2. 4.；毎日池に，高島J









第五回の終イ冒応数乞 ち / N耳
第工回の日の戎・存標語抵4田林教さ れ工
第豆田の日の減J存繕議冶A本教を nlf 































4トレtこアイZれぞれ！？～ 208. 21～24 li1の ~4B~トi二b可こ ；$ ~ニとにした，













































棒読五個体が、あまり少 ／.［. す~－－ -c. 計算結果が粗殺にす古るι、之れがあるむのむ






C6,Aa （~4月 13 f[J以後む新出掴件数の多い型と， Ba, Ca のよ与；~吃払が少
い蜜Uこみ悦二とか冶M ，しかも前者め型の．池叱底度内消長による付員で‘
1土産E 聖·t:•if-_i., t，ニ池であ 1） ，税者の ~（／； ~制第工型の法て
首
？ 
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(¥j 、ご ()j C¥j 、 ~ 、 町． C¥J 、‘ 
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v＇唱E: 


























































































喝、． 第f2豪 邸池山標識イ圏恥、首夫社長況・ ザム清失標劇画体一一 一観察月白 斜個体数
3.車28冒ん 3.耳31邑 '6.～12 
4, j .,. 4. 4 9～lο 
4. 5～4. s 10～什
4. 9～4.12 , 1～12 
生 13～4.tら 13～J 6-
4.1ケん 4~：~r
4 .•.21～4. 13～ 1'7 
4.25～，4-,28 IC～iワ
4.2-P～5. 2 i.o・ 



































手・高橋i－.アメンポL頗ぬ説事（ー 第二採）．昆虫世界a事之S巻.'?.: 12貢‘’えle・1 t>；年‘
-106-
tP ；乙 l玄化のオミ銅査の池！こ移クたもの力f合まオL てゐる可能 t肢もあ ~） I 結局 4
















































存い場所でも γ 絶叫が庁の恋皮の版態受ロ符lニよクて IJ，ニこもあ1密度 1ニなる








































































よ任意、にふち 4写る地或ぞ 1孟なくて，動物の虚頬.l~ より，生活様王誌や華子，性的w符
によリ，また土地P>#k.況の{lo特によクて，齢、、から翼ヲー てゐる地主札叉：－あるι思は








へ l.i＇~J.j 前者の程度は最高窓度 CHタカest cJ.f!i:nS1・ty）左手べ、るのに費レ，殺者の
J) ELto1., C. Tef6おiycvnon? woodcuds (Fo_rq;,ica仰向 L.）ぱ
丹cketHill. J. Anim; Eヒof.Vol. 1. pp. 6ター グム fダ32. （ご欠責来へ続＜.）
-113二一
鬼庭は絞3斉寝度Cfc,吋iO抑止 Cle々 S.ity ）め守に ）＜...~.；＇.，，.di;代あづら両か主主E
y支を見るためv.>s事－4.立地域：ぬと IJ・'lrがはじ、め1i＇＜らちが・づてゐたのでめゐ．日み
もるど猛毒の中1二 1;t. 更 I＂！.最高麗度念呈する場跡事、合ま ~：1.. 亡みる箸て：、あ少し迂d



















花 1i·~ 過剰人目の1f.1f ロ・上レて ｝}'jの場前t二新らしい集函が形威される~であム




























































































J.) Pe.a.r.f，凡 2/ie::1-rowth. ザ poput~tion.-:::. Qµart，尺~v. Biol‘νゐ／.2~ 
pp.S-32、.S-¥8,Jタ2ケ守
Cfi2'.ptnaム ＇R. ん~ T/ie fuant;tcd,ve, analysis of f!rtviren.tnenial 
-fac (ors. Fcolojy. V(Jf .号ρp・lil-122＂.月:zi.
Ga.use . $.F；勤ε.filru1lJ巴fort:x々 tence. l)a.ltimore. 1タ8.¢.
其佐．
ゆ ． ． 
-1.zo-
密度l士” 1¥t"ずしむ最初からすぐ、に認とれ以」ニ増えも減りむレ 1まい安定密度〈









けれども 4 とにか4Jちる紙態の環境の1てずは＇ .注度の培加 l士白津的 I二信11~1革




j) 1:刻、it:' . . . . 晦
むt;da,S. Stud／，εS on. 念式p色：rt"mr<nta.I pDpu/tA. tion of th色 A乞ul<i
Bean Weevil,. Ca.L/a§,.ekrufh＿~ c,hinensisくLλ.I.The e世e~t
。t戸pu/C!-tio_n.:tiε尺sit1on p101e九yfQpu/ations .Nem，、Coll.Ajr.‘ 
l<yoto. ・L叩.Univ.除、将.I料 I.pp.ト3D.
むt;da.S. St(.Jd/es on. eメperime凡~tcd population of thεAz1,d<i 
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. )I j対多業ニ＼動物史態学，挙法議定を生物学、活和らヰ． 等者手県．
-Iえぷー
と会 f二 i九七乃：，~J-!li＜ 二／;t 〆Ii手〆い（（！） 巽 iJ.、，ン f二 3るわ？を多く合仁ニと！ ：~. lS-！んそのやなぞ〉
長持！止，全体力、主とまフ7二マワ ,Jj色4主的集団乞／ぶすとし、店、よりl主，if,之包場所







〈、ある tr:.・, しかレこめ場合、でも v こ才Lら草田が件。〉世界力、ら全対、隔絶されて
みゐのぐない以上 j士集団外「のイ団体の移動l土え，余可能であゐ。人口増加の
渇合l'i. 集団白身 ！'t内告~））基本集団の婚加によづてで己る限 I) ；，乏れら乞包容
しふう kするであらうやレかし乏れかめる限度に近くばれ1t:・，各イ国1i4又毎にあ・





外 iニJ丸、〈乙作を詳細l二月対反クた研究ヒ L寸、の lま大書生の場舎のよう芯持





おれV/cho/:;cコ託、 ｝／. ］.‘Thともな／a.1tCヒ ofαr7imo.lpopu/a.f/on::. J. flぇ；f!l・




j' ~·乙とか示されて乞 tんヒメアメンぷめ場企と同様のー撞の集団圧、）J (f子e.:iS-


















も，実験室集団の佐和点にくら、ベてこ，・よ 1)1~ t、鹿度の，より多く動物のU 理
1) Voute, A. D. P.evolok.in7spァobfemetzI{ Emijratieν'afl ea.landra 
FL沼銘 l.ん／αturk..Tljdsckr. Ned. -Ind.η pp.210-213. 
ほし，このA土宇！こラいては，品l付弁会事l二よづ℃知づfニt;'tすで，身、若！こまだ接する機会
を得ないのぐ，詳細にクい〈は不明である．
2) Flton, C. The eco/ojyザ亡功；mals.London. 1タ33.p.ク2.
3) N/c.ho/Son，λ.I.前揚，p.13タ．
-/2らー






























つめ置があるふとか‘瓦出主オLた~ ·ir 、参事工型え ,f~恵ノ支型！〉．第E 型〈音色和型 i







































































かマfこといヲ fニ舟［~＇. そのちがひか・呆レり高ff-釣なちがひでは島かっ f守、ど
ラかみ吟味がfよ！？托出、Pをの結論は必ず；レもi正しいとはいへない。乙②よう
/J.且令弓主ηt孟め1二世今』：＞
4ト，第』都第 Iワ，ぽ函 t二矛もしにようえ会布潤！議の頻度内平均催＇.~A；£りに e
之粍ぞれの臼の援をそのま主表訴するじ第13長めようはIよる＆ ＼ 







Fe= k~ l/<n,p-) 
n1 =Z (N－是十J)
3々 £出」2fe


































→ 132 ~ 
〉ふ＝ 0. 0 .:,-, /1, = L/. l乙＝＝／β








ゐ回数がず乙れより少ない場ふ，たとへ li"9 回ヰコグ回七、めれ l±~，弓6(O.o~ ） 干
2.8.j, F'o=2.3s ・C，有意でtd.くなる.1§.レ追＝i及び五＝ Oの場会jま，
丈IJ、問ィ．手乞i並l二すれば・有意、ζ江る．
心のようにレ℃治会定した結果！ま， o～2,2～引間痛では， Cα＋Ch.Cc. 
池共！ニ分布間隔頻度如、埋輪個よりえ3いB炉、多＜＇ bJZ以ょの間両の場企iま
その逆でめゐ．移動頻度は両地とも， 2m以下の場ふか冒多く， 6m以上（Ca.+



















A. • N ! , N-le. . re























吋・・ck.;=e-hl m長 . (2・2)Aι 
江ピの公式全イ史って株会、少布も頻度乞算出レて比較するよ岳会でも同じ、である．
ヒ〆アメνボの場企ー は， F 殺視察ゃ震動色体が機会的で江く，一定地域lニ止ま
ろうとする傾向お多いといふ、己とからも， 1ト布の集中tiJ号併と結び、づいてゐゐ
ふ乞が察知されたがJ，次のオ法 iこよ札 li.~－唇BBらかにこ科乞会折する己とがで




問 f0 ,. 
J 23' 1 （豆、 ij~ I引
れ I~ t 
















































































Bv l t 2一一－ J一一ひ j昔計 構平均
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不信今散 J寸塁手国 変動 自由度 令、散比
B 1s-2.3 デー ／ 19.04-
マ J/3.3 10-! .34. 81 31./-.Ftl /6.~グぐo.ol
BXヲ 斗守＇$＂.7 2メタ 6-8グ





卦レて nlニータs 122＝ク之とレ 1二時の子「（o.oI）のイ直1まく2.67で．目による個
体数の差異ヒともに，産量Jr二よる個体教の差異も，有；君、1！く準乞o.oIとしくも広












試みても，結果i土Itif'同様であフ fニ。たとへは·~ I I'_ 3 I • IV -I O, lν－lbの3
留については，位向の舟留は少数あったが同）匡劃内でめ長留は少はくとしー
標戴個体でほ O ℃J?h~ 今ζめか散ふ析柔乞づくゐヒ
~四 変 動 包也産 不備奇散 4ト散比 Cベ
B 84.2 2 Jグ.10 ヂ.33 くo‘O.:)
v 13'?. 0 '1 ／三'14 .j. '1 くo.oI 




一文し I~ ＼， 、主又であ』i，従フ℃有この変動 lt 斗こむ主誤差変動のt1二令まれ弘しかも
これらの生動！こえらべιj号対の相蓬l乙よる変動の才力ぜよ I）犬さな比重乞占めて
みる二ヒ力三よめ今村iこよ~，＇（.示されてゐるのぐある。












どけの鮮専念考へ＿U－ 仰はU－ら江いかについては~ ~￥ふ布（ConGJl.ious -






JTlョ＝ニ 3 II .・;, 
ln.x.ニエ個体の群款の乎均
mJー ラヂサ，＋lfl2+ lfl3 ＋十ん 臼
(1旦し 171= n1+ IZ2+ n3十－－－司十ノZ‘え
九，々 ムー ，ーnx1J;: 1, 2,---. x個体からなる点在、Z半数〉 、
今 n1,!Z.2, l 3 ，一一， hがを ~-zAth独立 1::.Po/ssotz付女してゐゐヒすれlぐ
イ固体数 0のま式料数 No .＝；よNe-!fl'"………・…・…ー 一一”ー (3・2)






2.) Co佐， Lo.・／v/1.ntCリ／タヂム At’hecry Joγα/70.l1z/1-z.1 cinto.1-,"ous!y 




認権辛P＝会ぐ創〉で、比義的小さいN ，近似61.JI~ Po;S$D々の式を通用ー じて
も，大しー たま晃りはないと忠、ばれる e
、． 







Aη，＝→子 切．．．－．．．．．．．－山．．山．．．．．．．“－．．山“．．山刷．．．．…．．．．…．．．一…..(3 、，Y(> - I 
／地 Tfl.2タ一一一一一..:L ．．．．．．．…………，. ...…一一一一一••••••u …...・M・－……・ （3・ 6)f弘之
・ 3 
-／＼／呈.m, .~ 




カZ= Ill,+ 2i!l.2 +31/la十一・十‘Xlll:x.…－－….：..・…・…一－ (3・3') 
σ2 == m,+ L/-m2十9li.3十一ー 十エらFι・ー..・...: .....・………・・山（ふり
こ.1'{らの式から，Z拝めふ析が‘可能ぐある．
e ，今~＋ Cb 池乞等産自手責 lこ次図の様 1こ 29等必九それぞ犯の匡華l に見出主
x x.1 
? ? ? ? ． ，
． ． ?
VII( VII 
1-f=＋＇；山-tL++-Jf l ! : 

















議！ 1 ~I/ IV w IV 31 乏一る 1ま。 L9 2。1マ 19 2。
5 3 10 5. 5 
2 4 4 5 
ヨ 。。 。
4 、 。。。む
5 " む 。





10以上 。。’－ 0 .0 
第 1 6 表
観 漕手会怖としての針草値
寄月与、 軍属 ~~敏
a fn1 個体紘 m-2 f動｝
ー
lil-31 o.22s 6 . S「 O.Iデ8 S.8' 2 
IV-I -'-0.，む主i -1.S- o.l/.2 12.2 ・O 
2 0.'796 2-1.! -0./3ダ ヰー.1 。 rヲ
6 0 . 3之ヰ タ..t/- o.oタグ 2.fj' I 
／ 
f? 0.086 .z s- 0.28$ 6'.3 。 之
ro 0.006 0.2 I 2以上
l I o.グ1/-'T 21.8 0.-3/.S- 9.え 。
12 -0.1/-3タ、－12.8 ／~09タ .3/.9 I 
！ら 0.3(/'f ;/.6 0：＇／.ク3 /3.グ 。
IV 
10 


























川－3/ rv .,_. t6 
オて。 さミ 群 ポ’ 実 群




’4童 布 イ査 布
tS:6 〆タ /lえO マ.s 12 t又．白
9‘，T ゴ同 ヂ.3 五0.1 6 ヰ.8
.:J.() ¥ 3Jj 6.8 .f" 6.6 







計算レfニIl,，／万2乞用ひて No，八11,Nz 一ーを算忠レてみると，第lワ表j~ ：： 伊！












































主主j 制吋橋工品二兎いる確牟 l土1I 
宜 工 宜






f'5 Bliss, C. 主•7 statistical problems il est泊0-t，；吟 ／＞opu/at,・on：ず－
Of Japan.esをと Ee色.tielarvc-1,e. Jour. tc。n.E凡！lom.34 （；め空えZT.1941. 
. , [,-- -・ -
. ＇ナ
‘、 P , -






_(L－－＿~－~－＇ o.ヌQ ＼戸手：.t. c・廿司
t＇止


































従ヲ℃正才形内の任意の一点BがA也の一点Aよリ d 以内のE巨齢にある． 
碍奪Fi止－












D - (O.S) ¥ 2. 8 . ! I Pa.s一夜王子i7C(2s)-3xo.S-:x2s-+2x (o,sf J =O.oor2L/-
第 1 す表
み布問帽 確傘（P) 予制問桶教｜ ~沼•J 間輔紘
0 ... O.$c111 0. o o I 2 . .i/- 6タ..s 守 1
o.,s .－、 I. 0 0.0036.之 2oa.タ 」2Dグ
o.o tl/.72 グタ＇／－.?i' ’72 .s-. 
0.98 t令之 」t.5"之II.&" よ」「五己fグ






尺o~ 勺， ｛； 01./-S-6
従クて 凡0-o.: = 0.00ぷ86-0.001之L/-=0.00J62
以下同様にレて Pr.o:;;-2.c,o，ら00以上乞求め終~JN定数S-6之 80 1二乗じ・て子~1J度
数：乞計算レ，実~R1J度数りは主した持呆t.t ＇上表のように ~'lJ.:執二．よ〈｝致してゐる



























、Jn--_j_也ー・336 - ,. !?I.I. 一一一一…N － ヂ00 十 V σ〒
五＝権内雨浦故
とレて予測度数F（遥）を算出レて，よま己の実濯1J度教と比較した結果ψ χ2の





( '1!.レ.J,.12 l土モ ttJE;‘れのi互の長さ， f，三三 ~f2きさ守r主
葬 2 0 幸三
この瓦を用び， Ca.，地の賓料の
今J布簡呼高
IV --: l 2 
まーj)Iこついて計算すると，右表め 実効l数予~i11J教。一＇sb]. ／グ 3.0 
ように，やはり集中，性乞示して 向。 ？斗三1.0以上 6 6 S'o 
ゐるa 二の3也でiま隔にかたま 個体数 t 、1if J之4・
-Jl/-.~－－－ 
ク fニ’l、隼毘がめてコたため，－ o.S/Ti 以ポ0 問問者数がン争i~·j 数よ ！） t多くなク
℃ゐゐのである．広lまそれら予測数，実滑i数の差の有意、！佳の検定lニづいて
I；（.稿を改めて別にのべるらとにする。
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。ー， ／， CJ ・0.16,... O.Ltも 一
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立といふことも令まオl－：（＿ い 1~ IT札iどな元広いJL生物北会の論理 135頁）
一叫＜？－
と 1立ベー江がら「レ方、.（...•一一 J とレ℃以下之の針立はそとれ以上内容釣に単リ
上If‘ら礼る二ヒなしをのまま見4舎－（.i,?れてレまヲ司こゐるのは遺『魅でめる，
府故なら！ど「岡地説会主レ可こ存在する以よl土．針立ヒいデ二とも会まれてじ、
f玉Itれli＂ならな l':-Jといふよりは．むレみ生れら抗議が「指針立し相補うJlf-.: 
場にある二とがえか誌められたねiまこそ今函氏も乙丸を同4立社会とし司こ尿
サ及フfニ乞いA、のが実増与の 11紛で、J?－？たはず：ぐみるから，もしもそーのれ相浦
的立場を 、生刻、し－ζ考へJ1,I汽Jl員必める同イ材土会的現
象も実lま今画氏の説明よりも二むしみ重複的棲み令It的内容のものとしてJ.f'.
解コれるのではf正いかとも思はれるから・Cみる．
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